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門高通信 
～令和２年度 第７号～ 

ふるさとに未来の種を蒔こう 石川県立門前高等学校 

９/2８(月)  ３年生就職模擬面接会   

竹灯籠ボランティア・ぜんのきらめき 合同避難訓練 

特支との合同避難訓練が行われました。避難経路がか

なり複雑で通れるルートも限られている中、スムーズに

そして迅速に行動することができていたと思います。 

安否確認の効率などを考えると、列を組んで揃って避難

する方が時間を短縮できたりする可能性もあります。 

一刻を争う事態が来た時に備え、日頃からこのような取

り組みを大切にしていきましょう。 

總持寺開創 700 年のイベント「ぜんのきらめき」に向け

て、竹灯籠を並べるボランティア活動を一部の生徒で行

いました。門前高校では、地域との交流も盛んに行って

おり、地元について再発見できる行事がたくさんありま

す。手伝ってくれた皆さん、ありがとうございました。 

３年生の就職希望者を対象に、就職模擬

面接会が行われました。実際に企業などの

人事の担当の方たちをお招きし、本番を 

想定して面接練習をしていただきました。 

生徒は一人一人個別に、さらには全体会で

様々なご助言をいただくことができ、今後

どのように練習していけばよいかなどの 

方向性を固めることができたのではと思い

ます。実際の雰囲気を知っているのと知ら

ないのとでは、天と地ほどの差があります。

そのことにしっかりと感謝し、今後も進路

実現に向けて頑張っていってほしいと思い

ます。ご協力くださいました皆様方、お忙

しい中本当にありがとうございました。 

 

貴重な経験をさせていただき、ありがとうございました！ 



 

 

 

 

 

下宿先募集中！ 

門前高校では、地元中学生数の減少を見据え、今後は他地域

からも広く生徒を募集しなければならないと考えています。

そのためには、生徒を受け入れる下宿先が必要となります。

そこで、門前高校としては、町内下宿先マップ等を作成した

いと思います。 

来年４月から直ぐにという訳ではなく、今後、門高生を下宿

させて頂けるという方は、下記の門前高校までご連絡下さい。 

〒927-2193  石川県輪島市門前町広岡５－３ 

電話番号  : ０７６８－４２－１１６１ 

ＦＡＸ番号：０７６８－４２－０００９ 

Ｅ-ＭＡＩＬ： monzeh@ishikawa-c.ed.jp 

担     当 : 教頭 岡野 清 

11月の予定 

31 日(土)  進研総合学力テスト①(1・２年) 

          進駿共通テスト模試①(3 年) 

 

1 日（日） 進研総合学力テスト②(2 年) 

進駿共通テスト模試②(3 年) 

教育ウィーク(～7日) 

2 日（月） マラソン大会、交通安全指導 

3 日（火） 大学別模試② 

4 日（水） マラソン大会予備日 

5 日（木） パプアニューギニアの 

ジュビリー・カトリック中等学校との交流 

6 日（金） 介護福祉の魅力伝道師(1 年) 

      就職公務員模試②(2 年)、漢字検定② 

8 日（日） 英語検定②二次 

12 日（木） 新人大会（後期）（～15日） 

16 日（月） 交通安全指導 

18 日（水） １年クリエイティブ(ジョブカフェ石川訪問等) 

22 日（日） 全商ビジネス文書実務検定 

26 日（木） 進路希望調査④(1・２年) 

28 日（土） 全統プレ共通テスト(3 年) (～29 日) 

30日 (月)  中高連携模擬裁判(3年) 

校長 金岡 利宏先生 

門前の生徒が〝音楽〟とのかかわりにより、心豊かに育っている事がわかってきました。きっかけは、文化祭の企画段階です。

合唱大会はコロナのためできないと提案、しかし、映像による実施も含め何か方法はないかと模索していました。中止の決定後

も、とても残念そうでした。その時は、本当の気持ちを理解できていませんでした。その後、門前中学校の音楽の公開授業で、

合唱のパート練習を参観しました。大声を張り上げる生徒は一人もなく、きれいなハーモニーを練習している様子から、合唱本

来の美しさを理解し、目指していることがわかりました。そう考えれば、中学校の定期演奏会での「迷いのない音」も納得がで

きます。さらに１０月には、西小学校のフラワーコンサートで、本当に楽しみながら演奏や合唱をしている様子を見て、純粋に

感動するのと同時に、小学校から〝音楽への憧憬〟が始まっているのだと理解できました（保育園なのかもしれません）。また、

この児童が将来学ぶ門前高校の責務に対し、エールをもらったようにも感じました。 

 百歳を超えても活躍された日野原重明医師が、自分の主治医を決めるポイントは、「肩書きではなく、どれだけ時間をさいて

くれるか、で選ぶ」と著書に書かれています。門前で育った皆さんは音楽と出会ったとき、十分に時間をさいて教えてもらえる

環境が提供できていたのでしょう。そして、自分たちだけで練習できる段階へ、徐々に成長できたのだと考えました。この成長

過程に関わって頂いたすべての人に感謝します。この積み重ねが人柄の土台となり、時間をさいて話を聞いてくれる大人になっ

ていると感じました。 
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前期生徒会役員の退任式と後期生徒会役員

の認証式が行われました。今回はコロナウイ

ルスの影響で立会演説会は、放送による演説

という形でそれぞれの思いを語ってもらい

ました。何かとイレギュラーな事態が生じる

中で、できることを必死に企画して門高祭を

盛り上げてくれた前期生徒会役員の皆さん、

本当にありがとうございました！お疲れさ

までした。後期生徒会役員の皆さんも演説会

で頼もしいマイクパフォーマンスを披露し

てくれたので、期待大ですね。 

これからよろしくお願いします！ 

 

後期生徒会役員の皆さん 

 

10 月 

 

11 月 
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